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３月１日現在の人口●男1,716人●女1,750人●計 3,466人（前月比－3）●転入8●転出9●出生1●死亡4●世帯数1,068（前月比2）

平成17年３月10日

月号

この「写真展」と「物産展」は、杉並区と締
結した「まるごと保養地協定」に係る初の大PR
イベントで、一人でも多くの方に、区民のふる
さととして親しんでもらうことを目的に開催し
ます。
残雪が残る早春から、新緑がまぶしい初夏に
かけての村内各地の風景を紹介する写真展のほ
か、既に観光客の皆さんに大好評となっている
採れたて新鮮野菜や山菜、農産物加工品の展示
販売、さらには、手打ちそばやお餅を振る舞う
などの物産展により、村ならではの魅力とおも
てなしの心に触れていただこうと考えています。

▲村の特産品が常設販売されるコミュかるショップ
（杉並区役所内）

▲踊り手8,000人、観客120万人が訪れる杉並区の「高円寺阿波
踊り」においても村PRイベントを開催する予定

また、区役所内の物販店「コミュか
るショップ」では、４月より村の特産
品などが常時陳列、販売されることに
決まりました。
今後、ＰＲイベントは、約120万人
もの観客が訪れるという「高円寺阿波
踊り」など、杉並区で開催されるイベ
ントなどにあわせて実施し、杉並区の
皆さんをはじめ、首都圏の方々に当村
を広く紹介していきます。

村では、杉並区役所を会場に、北塩原村商工会、裏磐梯観光協会と連携し、「北塩原村写
真展（４月５日～14日）」および「北塩原村物産展（４月７日、８日）」を盛大に開催しま
す。



広報きたしおばら ②

当
村
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
る
裏
磐

梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

設
立
総
会
は
３
月
３
日
、
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
協
議
会
規
約
、
推
進

基
本
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
、
決

定
さ
れ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
、
人
材
育
成

の
た
め
の
「
裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
設
を
重
点
（
モ

デ
ル
）
事
業
に
掲
げ
、
事
業
の
実
施

で
得
ら
れ
る
知
見
や
経
験
を
踏
ま
え
、

地
域
に
根
付
い
た
裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
同
協
議
会
委
員
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
　
◎
会
長
、
○
副
会
長
）

５
月
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ
を
開
設

①
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
固

有
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
。

②
観
光
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
資
源
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適

切
な
管
理
に
基
づ
く
保
護
・
保
全

を
は
か
る
こ
と
。

③
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に
よ
る

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資

源
の
保
護
＋
観
光
業
の
成
立
＋
地

域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す
観
光
の

考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
旅

行
者
に
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
の

ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
永
続
的
に
提

供
さ
れ
、
地
域
の
暮
ら
し
が
安
定

し
、
資
源
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

伊
藤
　
延
廣

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事

海
津
ゆ
り
え

裏
磐
梯
観
光
協
会
長

○
松
山
　
昭
洋

北
塩
原
村
商
工
会
長

○
吉
川
　
一
三

福
島
県
観
光
グ
ル
ー
プ
参
事

安
部
　
光
世

福
島
県
自
然
保
護

グ
ル
ー
プ
参
事

鈴
木
　
栄
喜

環
境
省
自
然
環
境
局
北
関
東

地
区
自
然
保
護
事
務
所
長

上
原
　
裕
雄

北
塩
原
村
長

◎
高
橋
　
　
伝

所
　
属
・
役
職
名

氏
　
名

会
津
北
部
地
域
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
協
議

会
（
塩
川
町
・
北
塩
原
村
・
熱
塩
加
納
村
）

主
催
に
よ
る
「
歯
っ
ぴ
ー
ｄ
ｅ
美
ュ
ー
テ
ィ

ー
〜
い
つ
ま
で
も
ス
テ
キ
な
若
さ
を
保
つ
た

め
に
〜
」
は
３
月
６
日
（
日
）、
三
町
村
よ

り
約
３
５
０
人
も
の
参
加
者
が
集
い
、
裏
磐

梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り

を
目
的
に
平
成
12
年
４
月
に
三
町
村
で
組
織
。

厚
生
労
働
省
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
保
健
・

医
療
・
福
祉
を
連
携
さ
せ
た
各
種
事
業
に
取

り
組
み
、
特
に
、
平
成
15
、
16
年
度
に
は
、

全
国
で
も
初
の
試
み
と
な
る
歯
周
病
の
改
善

と
禁
煙
を
結
び
付
け
た
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
の
５
年

間
継
続
し
た
事
業
の
総
ま
と
め
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
吉
原
喜
三
久
塩
川
町
長
、
高

橋
伝
村
長
、
山
口
信
也
熱
塩
加
納
村
長
が
登

壇
し
、
本
事
業
に
よ
り
、
各
町
村
の
保
健
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
た
な
ど
の
成
果
を
確
認
。

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
定
め
た
計

画
に
沿
い
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す

る
な
ど
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
方
向

性
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
合
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、「
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
〜
西

野
流
呼
吸
法
〜
」
と
題
し
た
、
由
美
か
お
る

さ
ん
（
女
優
）
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
細
胞

を
活
発
化
し
再
生
さ
せ
る
と
い
う
呼
吸
法
を
、

実
技
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
代
表
よ
り
発
表
さ
れ
た

「
健
康
推
進
宣
言
」
が
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
で
明
る
い
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
お
口
の
健
康
に
良

い
食
事
の
試
食
会
や
、
食
生
活
改
善
推
進
員

代
表
に
よ
る
活
動
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
生
涯
、
若
々
し
く
元

気
で
過
ご
す
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
楽

し
く
学
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲協議会事業の成果を振り返る３町村長

▲血液の循環を良くする呼吸法を紹介する由美かお
るさん



シシルルババーー人人材材セセンンタターーののししくくみみ

③ 広報きたしおばら

北塩原村シルバー人材センターが発足して、はや１年。当センター会員の皆さんが、豊
かな知識、経験、技能を生かし、筆耕や除草、雪かき、自動車運転など、さまざまな分野
で活躍中です。
シルバー人材センターは、公共的・公益的な団体。安心して仕事をお任せください。

■屋内外の一般作業……公園・墓地清掃、除草、農作業、チラシ配り、
イベント会場の準備

■技能分野………………障子・網戸張替、植木剪定、パソコン、和洋裁
■事務分野………………賞状書き、宛名書き
■管理分野………………施設管理、駐車場管理
■専門技術分野…………自動車運転　　など

◎会員は、このような仕事ができます。

当センターでは、企業、家庭などから受注した仕事
を会員の皆さんに紹介し、働いた会員の方には、仕事
に応じた「配分金（賃金）」を支払っています。
村にお住まいで、おおむね60歳以上の健康で働く意
欲のある方であれば、どなたでも会員になることがで
きます。現在、63人の方が会員登録し多方面で活躍中
です。皆さんもぜひ、私たちの仲間になりませんか。
詳しくは、シルバー人材センターまでお気軽にお問い
合わせください。

遠
藤
　
實
さ
ん

（
北
山
）

北
塩
原
村
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
は
や

一
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

私
も
定
年
退
職
後
、
早

速
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
、
ア
メ
シ
ロ
防
除
、

庭
木
の
雪
囲
い
、
立
ち
木

の
枝
払
い
や
草
刈
り
作
業

な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

依
頼
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会　員
（原則60歳以上の健康
で働く意欲のある方）

村シルバー人材
センター事務局
（仕事の受注・契約）

発注者

（仕事を出す方々）

希望する職種の登録

配分金の支払

仕事の発注
（契約金の支払）

仕事に従事
（契約内容の履行）

■問い合わせ先　北塩原村シルバー人材センター事務局（村企画政策課内） ２３－３１１１
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平
成
５
年
度
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
タ
ウ
ポ
市
ツ
ラ
ン
ギ
地
区
と

交
流
を
続
け
る
当
村
は
、
こ
の
春
休

み
に
中
学
生
18
人
・
引
率
者
３
人
、

合
わ
せ
て
21
人
を
ツ
ラ
ン
ギ
地
区
へ

派
遣
し
ま
す
。

出
発
に
先
立
ち
、
訪
問
団
の
結
団

式
が
３
月
４
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
村
内

よ
り
申
込
み
の
あ
っ
た
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し

た
。式

で
は
、
高
橋
村
長
の
あ
い
さ
つ
、

鈴
木
村
議
会
議
長
の
激
励
の
言
葉
に

引
き
続
き
、
団
員
が
一
人
ず
つ
紹
介

さ
れ
、
内
海
団
長
（
産
業
政
策
課
長
）

が
抱
負
を
述
べ
、
実
の
あ
る
研
修
と

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
姉
妹
友
好
都
市

の
ツ
ラ
ン
ギ
地
区
で
の
交
流
（
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ル
ア
ペ
フ

山
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
）
を
中
心
に
活

動
す
る
ほ
か
、
お
隣
の
タ
ウ
ポ
市
の

市
役
所
訪
問
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内

や
ワ
イ
ト
モ
鍾
乳
洞
の
見
学
な
ど
、

心
や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

方
と
の
出
会
い
や
、
自
然
と
触
れ
合

う
７
日
間
の
研
修
で
す
。

中
学
生
訪
問
団
結
団
式

中
学
生
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

国
際
交
流
訪
問
団
名
簿

21
人
（
中
学
生
18
人
・
引
率
者
３
人
）

団

　

長

事

務

局

事

務

局

第

一

中

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

裏
磐
梯
中

〃〃〃〃

内
海
　
新
吾

磯
目
　
　
高

星
　
真
由
美

五
十
嵐
　
翼

五
十
嵐
　
光

五
十
嵐
翔
平

矢
吹
　
優
也

加
勢
　
　
豊

遠
藤
　
直
樹

五
十
嵐
康
哉

遠
藤
　
伸
紘

鈴
木
　
　
幸

佐
藤
　
夏
来

渡
部
　
加
奈

鈴
木
　
美
穂

遠
藤
あ
ゆ
み

小
椋
　
　
丈

台
野
　
　
駿

遠
藤
　
圭
一

山
口
　
美
優

磯
川
　
満
美

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
女

一
年
・
女

一
年
・
女

一
年
・
女

一
年
・
女

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
男

一
年
・
女

一
年
・
女

（
上
川
前
）

（
上
川
前
）

（
大
久
保
）

（
松
陽
台
）

（
北
　
山
）

（
北
　
山
）

（
大
　
塩
）

（
大
　
塩
）

（
大
久
保
）

（
下
　
吉
）

（
大
久
保
）

（
大
　
塩
）

（
北
　
山
）

（
剣
ケ
峯
）

（
剣
ケ
峯
）

（
金
　
山
）

（
桧
　
原
）

（
剣
ケ
峯
）

産
業
政
策
課
長

第
一
中
学
校
教
諭

教
育
委
員
会
主
事

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
２
月
28
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
し
、
平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
の

当
初
予
算
を
原
案
の
と
お
り
答
申
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
被
保
険
者
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業

（
国
保
）
を
円
滑
、
民
主
的
に
運
営
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
村
長
よ
り
諮

問
さ
れ
る
国
保
事
業
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の

結
果
を
村
長
に
答
申
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
機
関
で
す
。

席
上
、
同
協
議
会
委
員
の
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

《
公
益
代
表
》

◎
小
　
椋
　
義
　
正

○
佐
　
藤
　
正
　
男

鈴
　
木
　
定
　
芳

《
保
険
医
又
保
険
薬
剤
師
代
表
》

平
　
埜
　
年
　
郎

星
　
　
　
康
　
人

北
　
見
　
武
　
広

《
被
保
険
者
代
表
》

星
　
　
　
昭
　
雄
（
新
任
）

穴
　
澤
　
健
　
史
（
新
任
）

伊
　
藤
　
隅
　
雄

（
敬
称
略
、
◎
は
会
長
、
○
は
会

長
代
理
）

高
橋
村
長
よ
り
委
嘱
状
交
付
を

受
け
る
小
椋
義
正
氏
（
右
）



⑤ 広報きたしおばら

ＰＴＥ（ペット）とは、Positron Emission Tomography（ポ
ジトロン・エミッション・トモグラフィー）の略語のことで、この
装置を用いた検査は、全身や心臓、脳などにおいて、病気の原因
や病巣、病状を的確に診断するなど、画期的な検査方法として注
目されています。
また、安全度が高い上、検査コースによっては３～５時間で終

了するなど、身体への負担も少ない点などが長所となっています。
財団法人　脳神経疾患研究所　附属　総合南東北病院で検査す

るこができますので、まずはお気軽に当診療所にご相談ください。

■問い合わせ先　南東北裏磐梯診療所　 ３２・２００９

○
村
育
児
支
援
事
業
「
こ
ど
も
ラ

ン
ド
」
に
協
力
（
ヘ
ル
シ
ー
お

や
つ
の
提
案
・
提
供
）

○
村
事
業
「
健
康
ふ
れ
あ
い
21
」

に
協
力
（
廃
油
を
利
用
し
た
石

鹸
の
紹
介
・
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ

の
紹
介
ほ
か
）

○
塩
川
町
・
熱
塩
加
納
村
・
北
塩

原
村
食
生
活
改
善
推
進
員
合
同

研
修
会
に
参
加

○
村
の
特
産
物
（
野
菜
な
ど
）
を

使
っ
た
新
し
い
調
理
法
の
研

究
・
試
作
　
な
ど

最先端医療「ＰＥＴ検査」で

の早期発見を！

南東北裏磐梯診療所からのお知らせ

ＰＥＴ検査の特徴

①「がん」の早期発見
② 予想外の「がん」の発見
③「がん」転移の有無
④ 細胞の悪性度を診断
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昨
年
10
月
に
着
工
し
、
12
月
末
に

完
成
し
た
大
塩
消
防
屯
所
の
引
き
渡

し
式
が
２
月
８
日
、
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

引
渡
式
に
は
、
村
消
防
団
本
部
員

や
第
二
分
団
お
よ
び
村
関
係
者
ら
約

40
人
が
出
席
。
斎
藤
助
役
か
ら
酒
井

団
長
を
通
じ
て
第
二
分
団
長
に
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
助
役
は
「
予
防
消
防
や
防

災
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
、

大
塩
地
区
の
防
火
に
尽
力
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
酒
井
団

長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

屯
所
は
延
床
面
積
八
一
・
五
二

㎡
の
二
階
建
て
で
、
一
階
が
車
庫
、

二
階
が
待
機
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新しい屯所の前で、誓いを
新たにした関係者の皆さん

▼斎藤助役から引き渡しを受
ける酒井団長（右）

年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め

る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
を
支
え
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
（
左
記
参

照
）、
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
納
付
案
内
書
」
で
金
融
機
関
・
郵
便
局
、

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

社
会
保
険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
　
給
付
の
種
類

①
老
齢
基
礎
年
金

老
後
の
生
活
保
障
の
た
め
に
支

給
し
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
支
給
し
ま
す
。

大塩地区

防災活動拠点施設完成！
―大塩消防屯所引き渡し―



i n f o r m a t i o ni n f o r m a t i o n
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大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

北
山
　
　
武
藤
敏
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

曽
原
　
　
和
田
　

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

よも やま

情報
よも やま

情報休日当番医

三浦産婦人科医院… 22 - 0293

星医院……………… 22 - 0005

みつはし医院……… 21 - 1311
山田産婦人科医院… 22 - 6300
ゆうゆうクリニック… 22 - 2111

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
佐 原 病 院………… 22 - 5321

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

■受付期間
平成17年４月４日（月）～

平成17年４月15日（金）
■第一次試験
平成17年５月22日（日）

■試験会場
福島大学（福島市）

■試験区分等
警察官Ａ（男性）32人程度、
警察官Ａ（女性）８人程度

■採用年月日
平成17年９月１日（木）

■受験資格
昭和50年４月２日以降生まれた方で、大学を
卒業した方、または平成17年８月までに卒業見込
みの方
■申込書配布
平成17年３月22日（火）
入手先　福島県人事委員会事務局

県内各警察署
福島県のホームページからも
ダウンロードできます。

道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う

ち
、
道
路
法
、
河
川
法
な
ど
の
適
用

が
な
い
、
里
道
、
水
路
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
を
「
法
定
外
公
共

物
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
物
を
占
用
す
る
場

合
や
、
敷
地
に
工
作
物
を
造
り
た
い

場
合
な
ど
に
は
申
請
や
届
出
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
よ
り
、
当
該
法
定
外
公

共
物
の
現
実
的
な
道
路
や
水
路
な
ど

と
し
て
の
機
能
の
有
無
に
よ
り
、
管

理
が
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
機
能
を
有
す
る
も
の

→

市
町
村
の
管
理

■
問
い
合
わ
せ
先

村
産
業
政
策
課
建
設
班

23
・
３
２
６
１

②
機
能
を
有
し
な
い
も
の

→

財
務
局
・
財
務
事
務
所
の
管
理

■
問
い
合
わ
せ
先

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所

統
括
国
有
財
産
管
理
官

０
２
４
・
５
３
５
・
０
３
１
０
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財務政策課　渡邉　和之

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

３
月
25
日
（
金
）

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

24
・
４
９
１
１

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

上
下
水
道
使
用
料

２
月
分

国
民
年
金

３
月
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

佐
藤
　
有
将

ゆ
う
す
け

稔

下

吉

(
)

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
17
年
２
月
１
日
〜

２
月
28
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
竹
　
英
子
（
宏
一
・
母
）
北
山
二
区

大
堀
壽
美
子
（
信
夫
・
母
）
狐
鷹
森

佐
藤
　
郁
子
（
敏
雄
・
母
）
北
山
二
区

田
中
よ
し
ゑ
（
笠
間
知
子

・
母
）
曽
　
原

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

（
佐
藤
　
　
雄
（
桧
　
原
）

姜
　
　
明
子
（
韓
　
国
）

理由のないお金の請求には、
必ず家族、警察、金融機関に相談しましょう。
今年になっても相変わらず架空請求などの相談
が数多く寄せられ、実際に被害も出ています。
・２月15日までの警察安全相談件数　242件
（うち架空請求など振り込め詐欺の相談　151件）

昨春、大学の卒業と同時に裏磐梯ビジターセンターの自然解説員と
なった千葉県出身の一人の女性がいます。この方が今回紹介する金野
志帆さん。
「小学校の通学路は自然に囲まれ、友達とよく自然の中で遊びまし
た」と、志帆さんがこの仕事に出会うきっかけをたどると小学校時代
にさかのぼるようです。しかし、その当時は、さほど「自然」を意識
していなかったようで、高校生のときに「自然の大切さ」を強く感じ
たそうです。友達との思い出の詰まったあの自然の遊び場が、開発が
進み無くなっていたのです。「自然は守らないと無くなるものなんだ
と強く実感したのはこの時ですね」と寂しげに振り返ります。その
後、進学した大学で自然環境保全について学び、卒業制作で「裏磐
梯」を訪れたのが縁となり現在に至ります。
志帆さんは「さまざまな手法やモノを介して、自然の大切さと楽し
さをたくさんの人に感じてもらいたい」と熱心に語ります。学生時代に制作した「セルフガイドシート（一人でも自
然散策が楽しくなるシート）」や現在担当しているセンターの機関誌、また、志帆さんが企画したペーパークラフト
コーナーなどを目にすると、そんな志帆さんの思いが十分に伝わってきます。
さらに、「最近では、景勝地の過剰利用による自然破壊などが問題視されていますが、『国を代表する国立公園を利
用する人が増えれば、日本の自然が守られる』という言葉も聞かれます。ぜひとも、美しい裏磐梯の自然に触れるこ
とで身近な自然が守られる仕組みを考えてみたい」と今後の目標も聞かせてくれました。
目にとまった食材や野生の植物、動物の足跡など、出会いの一瞬に感じた印象をスケッチするのが趣味という志帆
さん。最近では、村民の方から聞いた食べごろ、見ごろ、お祭りや季節ならではのお遊びなどを盛り込んだ「お楽し
みカレンダー」制作にも取り組まれています。出来具合については、「乞うご期待！」と笑顔でかわされ、お目見え
も完成してからの“お楽しみ”のようです。

－身近な自然　
守られる仕組み考えたい－

第49回

金野
こんの

志帆さん（蛇平）－裏磐梯ビジターセンター 自然解説員－

▲ペーパークラフトコーナーで自信の作（雪
の結晶）を手にする志帆さん


